２００９年反省点と対応（審判会議より）
１　ベンチ入り人数と資格

· ベンチに入ることができるのは監督（30番）、コーチ２名（28番、29番）と

スコアーラー１名とする。

· 選手は全員がベンチに入っていなければならない。

相手投手が投球練習時にベンチを出て素振りをする行為は次打者のみに許される。

２　試合中の選手の脱帽について

　　　ファールボールを主審に手渡す際に脱帽する選手を見かけるが、選手は試合開始前に

　　　挨拶を済ませているため試合中は脱帽の必要はない。

　　　また、試合終了後相手ベンチへの挨拶も行わないようにする。　　

３　ストライクゾーン
　　　昨年度のルール改正により低めのストライクゾーンが広くなったが、各審判は捕手の

捕球姿勢を確認し判定してください。
　　　また、高めのゾーンもボールの一部が通過すれば良いことになっていて、高低のゾーンは相当広いという認識が必要である。

４　投手の変化球について

　　　変化球であるかどうかは主審の判断によるが、変化球と判断した場合の処置を次のようにする。
	２００９年
	２０１０年

	ストライクでもボールと判定し理由をベンチに伝える。

以降も続く場合の処置も同様であり特に罰則は科さない。
	ストライクでもボールと判定し注意を与える。

以降も続く場合はその試合に限り投手交代を命ずる。

	打者が打った場合はフェア・ファールにかかわらずインプレー。
	打者が打った場合は打ち直しとしその投球はボールとカウントする。

但し、攻撃側からそのプレーを活かすという申し入れがあれば打ち直しは行わない。


５　捕手が捕球直後にミットを動かす行為を禁止する。
　　　　ストライクのコールを狙ってのアンフェアーな行為であり、審判を侮辱したと見なされるため審判員は厳重に注意する。

　６　バッターボックスでの打者の行為

・　打者がサインを確認するときは打席内で見ること。

　　　バッターボックスからは片足といえども出さないこと。

· 打者がインサイドのボールを避ける場合、故意に死球を狙ったと思われる避け方を見受ける場合がある。

審判員は厳しく判定を行うこと。
７　ボークについて

　　野球初心者が多いＣリーグについては、ボークへの判定が甘かったり注意だけでペナルティーを与えない事もあったが、２０１０年からはＡ・Ｂ・Ｃリーグ同様に扱いボークにはペナルティーを与える。

　　即ち、ＪＢＬＡのレベルを上げる事を目的に、各チームはＣリーグといえども投手としての指導を十分に行ってから試合に臨んで頂きます。

　　「昨年目立ったボークとその判定基準」

	ボーク
	問題点
	判定基準

	完全静止
	見極めるﾎﾟｲﾝﾄ
	打者が余裕を持って打撃体勢を取れる事。

	一塁への牽制
	投手板をはずさないで牽制球を投げる場合、軸足の移動はどこまで認めるか。
	動作が一挙動であり、軸足の移動量が半足長以内であればルール上問題ないものとみなす。

	牽制
	自由な足の上げ方。
	自由な足が塁の方向に直接踏み出していて、上げた足が概ね90度以下であればＯＫとする。
それ以上の角度であれば、打者への投球動作とみなす。

	打者への正対
	特にスクイズを警戒する場面などで打者に正しく正対していない。
	投手は投球動作を起こしたときには、すでに打者に対し顔が正対していること。

	ｾｯﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝ
	投球側の手の位置
	投球に先立ち、片方の手を下に下ろして
体の横につけていなければならない。

	サインの確認
	その後の動作
	投手はサインを確認後、速やかに投球動作に入らなければならない。

	牽制後急いで投球動作に入る。
	走者がリードできない。
	正対していないとかクイックピッチでなければルール上の問題はないが、マナー上

好ましくないため、主審は所定の位置からはづれ正常な間を作るよう努める。


８　本塁上での危険なプレーを防止する。

　　捕手はボールを持たないで走者の進路をふさいではならない。

　　それた送球を捕球するためか、すでにボールを保持している場合のみ塁線上に位置することができる。
　　意識的にかどうかは分からないが、進路をふさいでいるケースが目立つため、走者の進路が確保されているかどうかの確認が必要である。

　　目安として、ホームベースの半分（進路側）以上がふさがれていなければＯＫとする。

　　危険防止のため厳しく見てください。　　

